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computer system に導出し， spike-frequency histogram を作製した。
反射性顎下腺唾液分泌は同側口腔領域前部の反復電気刺激により著明に誘発されたが，口腔領域後
部の刺激による分泌量は極めて微量であった。刺激強度を6mA に固定し刺激強度と唾液分泌量との関











分類された。すなわち， 10-20Hz の刺激頻度のときに反射性放電が増加する総椎(E -type) ，変化しな
い高泉維(N-type)，減少する線維(I-type) である。これら 3 つのタイプの節前線維につき，口腔領域前
部の同一部位を刺激間隔を変えつつ二連刺激し節前総椎の興奮性の時間経過を調べると， E-type は興
奮(20msec) ー抑制 (20-1∞ msec) ， N -type は短期間抑制( 150-200msec) , 1 -type は長期間抑制(500-
700msec) の経過を呈した。
口腔領域前部を l-lOOHz の頻度で反復電気刺激したとき， E -type 高乳維の放電量は唾液分泌量との








( E -type) ，非応答型(N-type) ，抑制型(I-type) があり， E-type線維は分泌神経総維であることが判明
した。
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論文の審査結果の要旨
本研究はウサギを用い，口腔領域の電気刺激により誘発される反射性顎下腺分泌の量，反射誘発口
腔領域並びに支配副交感神経節前総維の性質などを明らかにしたものである。従来不明の点の多かっ
た基本的反射性唾液分泌機序における副交感神経を介する情報の性質と役割につき重要な知見をえた
ものである口口腔生理学的に極めて価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位をうる資格があると認める。
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